
　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
渡
航
制
限
で
、
青
森
県
商

工
会
議
所
連
合
会
で
は
若
者
が
脱

炭
素
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
め

る
よ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
刷
新
し
ま

し
た
。
県
内
の
高
校
生
３
０
０
人

以
上
に
「
青
森
県
か
ら
考
え
る
世

界
・
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
テ

ー
マ
の
レ
ポ
ー
ト
に
挑
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
が
、
ど
の
生
徒
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
や
自
給
自
足
に
関

す
る
問
題
な
ど
を
理
解
し
、
社
会

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
あ
り
方
に

も
言
及
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
降

雪
を
利
用
し
て
超
低
消
費
電
力
機

器
の
電
力
を
賄
う
な
ど
、
青
森
県

の
特
徴
を
生
か
し
た
環
境
に
優
し

い
解
決
策
を
提
案
す
る
生
徒
も
お

り
、
機
知
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

　
青
森
県
は
太
陽
光
・
風
力
・
地

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
に
積
極
的

で
、
日
本
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

戦
略
に
と
っ
て
重
要
な
県
で
も
あ

り
ま
す
。
県
内
に
は
ウ
ラ
ン
濃
縮

工
場
、
原
子
燃
料
再
処
理
工
場
、

原
子
力
発
電
所
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム

を
再
利
用
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
の
製

造
工
場
な
ど
国
の
原
子
燃
料
サ
イ

ク
ル
政
策
を
支
え
る
独
自
施
設
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
原
子
力
関
連
施
設

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
多
様
性
は
、
原
子

燃
料
サ
イ
ク
ル
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
化

に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
フ
ラ
ン

ス
の
姿
勢
と
重
な
り
ま
す
。
青
森

県
は
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
に
原
子
力

の
未
来
に
関
心
を
持
ち
、
国
際
核

融
合
材
料
照
射
施
設
（
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｉ

Ｆ
）
で
核
融
合
研
究
を
リ
ー
ド
し

て
い
ま
す
。
青
森
県
の
核
融
合
へ

の
投
資
は
、
フ
ラ
ン
ス
主
導
で
日

本
の
ほ
か
�
カ
国
が
集
ま
り
、
脱

炭
素
社
会
の
電
力
構
成
に
お
い
て

核
融
合
が
占
め
る
位
置
を
実
証
す

る
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）
の
価
値
を

高
め
る
も
の
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
核
分
裂
や
核
融
合
に
対
す
る

見
解
の
共
有
や
協
力
は
、
両
国
が

特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と

を
示
す
多
く
の
例
の
一
つ
で
す
。

　
来
年
、
�
周
年
を
迎
え
る
「
青

森
県
の
高
校
生
に
よ
る
海
外
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
情
研
修
会
」
の
記
念
事

業
と
し
て
、
研
修
旅
行
が
再
開
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
、
高
い

安
全
性
を
前
提
に
経
済
効
率
や
環

境
適
合
を
考
慮
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
高
め
る
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」

を
達
成
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
前
は
�

％
強
あ
っ
た
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
は
、
２
０
１
８
年
に
は
原
子

力
発
電
の
低
減
で
�
％
弱
に
と
ど

ま
り
、
代
わ
り
に
増
え
た
化
石
燃

料
へ
の
依
存
率
は
�
％
に
も
な
り

ま
す
。
化
石
燃
料
の
輸
入
コ
ス
ト

は
膨
大
で
、
為
替
変
動
に
よ
る
経

済
リ
ス
ク
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
日
本
は
�
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
ゼ
ロ
に
す
る
と
世
界

に
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、
あ
と
�

年
で
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
国
民
の
意
識
が
変
わ
れ
ば
前

に
進
む
は
ず
で
す
。
特
に
次
世
代

を
担
う
若
者
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環

境
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
斬
新
な

知
見
に
基
づ
い
て
積
極
的
に
改
善

す
れ
ば
達
成
で
き
ま
す
。
既
に
問

題
意
識
を
持
ち
ユ
ニ
ー
ク
な
提
言

を
し
て
い
る
青
森
県
の
若
者
は
ま

さ
に
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
す
。

　
青
森
県
は
風
力
発
電
所
の
設
置

基
数
が
全
国
２
位
で
太
陽
光
、
バ

イ
オ
マ
ス
、
小
規
模
水
力
な
ど
の

発
電
所
が
稼
働
し
て
い
る
ほ
か
、

地
熱
利
用
も
有
望
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
を
持
つ
特
性
を
生
か
し
、

化
石
燃
料
の
利
用
減
に
つ
な
が
る

技
術
開
発
や
ア
イ
デ
ア
の
創
出
な

ど
、
今
後
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
�
％
に
達
し
ま
す
。
電

源
構
成
は
水
力
と
原
子
力
が
各
�

％
、
残
り
は
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、

廃
棄
物
な
ど
の
再
生
可
能
資
源
で

す
。
原
子
力
は
使
用
済
み
燃
料
を

含
む
放
射
性
廃
棄
物
を
安
全
に
処

分
す
る
技
術
を
確
立
す
る
な
ど
、

安
全
利
用
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
を
徹
底
す
る
方
法
も
あ

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
ユ
ニ
ー

ク
な
省
エ
ネ
技
術
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
、

高
校
生
の
皆
さ
ま
が
再
び
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
来
ら
れ
る
日
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　入賞された皆さん、本当におめでとうご

ざいます。皆さんの応募レポートは日本お

よび本県のエネルギー事情や、それに関わる環境問

題などについて深く考察されたものばかりでした。

　入賞作品に共通するのは、自分でエネルギーの供

給や消費について現状を調べ、数値的な根拠を示し

た上で考察し、自分なりの考えや意見が提案されて

いたことです。身の周りのエネルギー消費の実態や

改善点にも触れ、本県にあるエネルギー源を具体的

に知ることで、本県のエネルギー供給能力の高さや

可能性に言及する内容も多く見られました。エネル

ギー供給という観点から見た、新たな本県の魅力や

可能性を知ることができたと思います。

　さらに、自分の日常に関わるエネルギー消費につ

いて振り返り、省エネルギーの取り組みを提案する

だけでなく、日頃の学習で得た知識や成果から新た

なエネルギーの可能性やその利用拡大に向けた課題

などを深く掘り下げており、感心しました。

　皆さんが自ら調べて判断し、考えたことや感じた

ことを自分の意見にまとめることは容易でなかった

と思います。皆さんのレポートが多くの若い世代に

共有されて本県や世界のエネルギー事情を理解し、

一人一人が自分の役割を再考することで持続可能な

社会に向け主体的な行動ができるよう期待します。

　
世
界
は
今
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
て
い

る
。
２
０
２
１
年
１
月
現
在
、
世
界

１
２
４
カ
国
・
１
地
域
が
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て
お
り
、

日
本
も
�
年
ま
で
の
達
成
を
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
は
未

だ
国
土
面
積
に
対
し
て
大
量
の
Ｃ
�

を
排
出
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
の
一

つ
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
火
力

発
電
、
特
に
石
炭
を
使
っ
た
発
電
へ

の
依
存
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
全
体
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
原
子
力
発
電

が
減
少
し
た
分
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
火
力
発
電
と
で
賄
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

が
増
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
。
私
は
青

森
県
立
む
つ
工
業
高
等
学
校
設
備
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
科
の
授
業
を
通
し
て
、

実
は
日
本
は
地
熱
資
源
が
豊
富
で
、

そ
の
活
用
可
能
資
源
量
は
世
界
第
３

位
の
約
２
３
４
７
万
㌗
で
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
。
青
森
県
内
で
は
八
甲
田

ひ
う
ち

地
域
や
燧
岳
地
域
、
さ
ら
に
下
風
呂

温
泉
な
ど
多
く
の
資
源
が
存
在
し
て

い
る
。
地
熱
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中
で
も
Ｃ
�
の
排
出
量
が
少
な

く
、
他
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
た
め
、

課
題
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
有
効
活
用
で

き
る
。
地
熱
発
電
は
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途

上
な
の
だ
。
さ
ら
に
私
た
ち
設
備
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
科
は
、
課
題
研
究
に
お

い
て
地
中
熱
に
よ
る
融
雪
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
は
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
、
融
雪

及
び
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
補
助
暖
房
と

し
て
の
活
用
を
模
索
し
た
。
次
年
度

の
イ
チ
ゴ
栽
培
に
向
け
外
気
温
と
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
デ
ー
タ
観

測
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
と

し
て
、
�
年
１
月
�
日
は
外
気
温
氷

点
下
７
・
２
℃
、
地
中
熱
は
７
・
３

℃
、
６
月
７
日
に
は
外
気
温
�
・
３

℃
、地
中
熱
は
�
・
７
℃
で
あ
っ
た
。

こ
の
、
ど
こ
で
も
得
ら
れ
る
地
中
熱

と
地
熱
を
融
雪
や
補
助
的
冷
暖
房
な

ど
に
利
用
で
き
れ
ば
、
農
業
や
地
元

へ
の
供
給
に
展
開
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
先
日
「
東
通
原
子
力
発
電

所
」を
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

震
災
の
経
験
か
ら
、
安
全
対
策
が
随

所
に
施
さ
れ
て
い
た
。
１
０
０
万
㌗

の
電
力
を
供
給
す
る
場
合
、
１
年
間

に
火
力
発
電
で
は
石
炭
が
２
３
５
万

㌧
必
要
だ
が
、
原
子
力
発
電
で
は
燃

料
を
�
㌧
し
か
使
わ
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
原
子
力
発
電
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
基
本
的
視
点
で
あ

る
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
の
中
で
も
安
定
供

給
や
経
済
効
率
性
、
安
全
性
な
ど
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
、
Ｃ
�
削
減
も
期

待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
青
森
県
の
目

指
し
て
い
る
「
ト
リ
プ
ル
�
」
の
達

成
も
可
能
だ
と
思
う
。
や
は
り
再
稼

働
に
向
け
て
前
向
き
な
検
討
が
不
可

欠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
世
界
で
は
現
在
「
カ
ー
ボ

ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
」
が
注
目
を
集
め

て
い
る
。
こ
れ
は
炭
素
に
価
格
を
付

け
る
こ
と
で
民
間
事
業
者
や
消
費
者

等
の
脱
炭
素
へ
の
行
動
変
容
を
促
す

手
法
で
、
こ
の
よ
う
な
規
制
に
よ
り

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
貢

献
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
で
は
そ

の
税
収
の
６
割
を
気
候
変
動
対
策
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
。
日
本
で
も
既

に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
税
収

を
い
か
に
活
用
す
る
か
が
重
要
な
論

点
の
一
つ
だ
。
た
だ
し
、
国
や
企
業

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
私
は

も
っ
と
個
人
レ
ベ
ル
で
意
識
を
高
め

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
日
本
で
は
現
在
森
林
が
ハ
イ
ペ
ー

ス
で
減
少
し
て
い
る
。
森
林
を
伐
採

し
た
後
、
植
林
な
ど
も
せ
ず
、
手
を

付
け
て
い
な
い
も
の
が
多
い
の
だ
。

青
森
県
は
森
林
が
６
割
を
占
め
て
い

る
た
め
、
多
く
の
森
林
を
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
も
活
用
す
る
べ
き
だ
と

思
う
。
例
え
ば
、
年
数
が
経
っ
て
い

る
木
は
Ｃ
�
の
吸
収
量
が
少
な
い
た

め
、そ
の
よ
う
な
木
か
ら
伐
採
を
し
、

そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
植
林

を
推
進
し
て
い
く
な
ど
の
工
夫
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
温
暖
化

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

る
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

活
用
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実

現
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
、
人
々

の
協
力
や
国
際
的
取
り
組
み
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在

よ
り
も
地
球
温
暖
化
が
改
善
さ
れ
て

い
る
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
こ

そ
が
私
た
ち
の
役
割
だ
と
考
え
る
。

　秀賞には以下の５人が選ばれ

ました。

石橋岬さん　（八工大二２年）、

大向嘉乃さん（名久井農２年）、

川村流生さん　（青森工２年）、

工藤匠真さん　（五所一１年）、

山中琥太郎さん（青森工２年）

　
青
森
県
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
り
発
電
設
備
認
定
容
量
３
０
５
・
７

万
㌗
（
全
国
比
３
・
２
％
）
、
風
力
発
電

�
・
７
万
㌗
（
全
国
比
�
・
０
％
）
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
�
・
１
万
㌗
、
中
・
小
水

力
発
電
０
・
�
万
㌗
を
発
電
し
て
い
る
。

地
熱
発
電
所
は
な
い
が
下
風
呂
温
泉
な
ど

の
地
熱
は
大
変
有
望
と
考
え
る
。
そ
の
ほ

か
津
軽
地
域
に
は
洋
上
風
力
発
電
が
、
八

戸
市
、
平
川
市
、
十
和
田
市
に
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
発
電

施
設
を
そ
ろ
え
る
県
は
他
に
あ
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
ら
の
強
み
を
生
か
し
て
総
合
的

に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
で
、
県
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
�
％
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
効
率
�
％
・
化
石
燃
料
依
存
率
�
％
を

目
指
し
推
進
し
て
い
る
「
ト
リ
プ
ル
�
」

を
達
成
で
き
る
と
考
え
る
。

　
高
校
の
実
習
や
授
業
な
ど
を
通
し
て
世

界
で
は
風
力
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
風
力
発
電
所
の
適
地
が

多
い
青
森
県
の
稼
働
済
み
容
量
は
�
・
４

万
㌗
で
、
２
０
０
８
年
か
ら
連
続
全
国
１

位
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
自
分
た
ち
が
買

う
電
気
の
ほ
と
ん
ど
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
発
電
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
青

森
県
の
Ｃ
�
削
減
と
ト
リ
プ
ル
�
に
大
き

く
貢
献
す
る
だ
ろ
う
。

　
先
日
、
食
品
や
残
飯
な
ど
を
発
酵
さ
せ

た
メ
タ
ン
ガ
ス
で
発
電
・
売
電
を
し
て
い

る
「
バ
イ
オ
ガ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
わ
だ
」

を
見
学
し
た
。
地
区
ご
と
に
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
を
造
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
取
り
組
め
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
日
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
分
野
の
一
つ
に
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
。
例
え
ば
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
ア
ー
ト
で
環
境
問

題
を
解
決
す
る
動
き
が
あ
る
。
ア
ー
ト
の

塗
料
が
大
気
汚
染
物
質
の
窒
素
酸
化
物

（
Ｎ
�
）
を
引
き
付
け
、
水
や
硝
酸
カ
ル
シ

ウ
ム
に
変
え
る
の
だ
。
数
多
く
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
を
輩
出
し
美
術
館
も
多
い
青
森
県

に
と
っ
て
、非
常
に
魅
力
的
な
案
で
あ
る
。

　
青
森
県
の
多
く
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
発
電
施
設
は
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き

で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
貢
献
で
き
る
。
大
気
汚
染
に
つ
い
て

誰
も
が
当
た
り
前
に
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
自
分
自
身
も
そ
の
一

員
と
な
る
こ
と
が
、
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
県
に
住
む
私
た
ち
の
役
割
、
使
命
だ

と
考
え
、
行
動
で
き
る
工
業
高
校
生
で
あ

り
た
い
。

　
原
子
力
発
電
は
地
球
温
暖
化
対
策
や
燃

料
の
供
給
性
に
優
れ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
２
０
１
１
年
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
後
、
国
内
の
原
子
力
発
電
所

の
ほ
と
ん
ど
が
停
止
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
海
外

よ
り
高
い
化
石
燃
料
へ
の
依
存
率
と
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
加
盟
す
る
�
カ
国
中
�
位
に
と

ど
ま
る
低
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
と
い
う

二
つ
の
課
題
が
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
解
決
に
は
環
境
に
良
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
安
定
供
給
す
る
こ
と
が
重
要
と

思
い
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
に
つ
い
て
調
べ
ま
し

た
。
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
と
は
、
安
全
性
を
大

前
提
と
し
、
電
気
を
安
定
的
に
、
で
き
る

だ
け
安
く
、
環
境
に
考
慮
し
て
提
供
す
る

─
と
い
う
考
え
方
で
す
。
多
種
多
様
な
発

電
方
法
に
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
た
め
、
「
３
Ｅ
＋
Ｓ
」
を
基
に
さ
ま

ざ
ま
な
発
電
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
」
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
原
子
力
発
電
は
３
Ｅ
の
全
て
で

優
れ
た
特
性
を
持
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
に
必
要
不
可
欠
な
発
電
方
法
で
す
。

　
青
森
県
で
は
地
域
ご
と
の
気
候
を
生
か

し
た
発
電
が
行
わ
れ
、
原
子
力
発
電
施
設

も
集
積
し
て
い
ま
す
。
日
本
原
燃
株
式
会

社
で
は
ウ
ラ
ン
を
準
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

す
る
「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
に
関
わ
る

５
事
業
を
展
開
し
、
要
の
「
再
処
理
事
業
」

で
は
使
用
済
核
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
と
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
し
、
新
た
な
核
燃
料

の
原
料
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ウ
ラ
ン
は
３
～
４
年
使
え
、
再
処
理

す
れ
ば
繰
り
返
し
使
え
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
長
期
間
安
定
供
給
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
下
北
地
方
の
沿
岸
部
に
多
く
設

置
さ
れ
て
い
る
風
力
発
電
の
設
備
容
量
は

�
年
度
か
ら
８
年
連
続
全
国
１
位
で
す
。

�
年
度
ま
で
の
発
電
導
入
見
込
み
で
は
�

年
度
比
で
約
４
倍
の
�
・
６
億
㌗
ア
ワ
ー

程
度
と
試
算
し
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
全
体
の
導
入
見
込
量
�
・
４

億
㌗
ア
ワ
ー
の
約
�
・
６
％
を
占
め
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
青
森
県
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
と
て
も
関
心
が
高
い
県
で
す
が
、
私

た
ち
自
身
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
。
家
庭
の

使
用
電
力
の
約
半
分
に
な
る
冷
蔵
庫
、
照

明
器
具
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
を
中
心
に

節
電
す
る
こ
と
や
、
供
給
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
使
わ
れ
て
い
る
水
道
水
の
節
水
も
大
切

で
す
。
日
頃
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に

使
う
工
夫
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

が
先
進
�
カ
国
中
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う

結
果
で
あ
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
ほ
と
ん
ど
が
他
国
か
ら
の
輸
入
で
カ
バ

ー
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
だ
。
こ
の
状

況
が
続
い
て
し
ま
う
と
ど
う
な
る
の
か
？

　
車
も
飛
行
機
も
乗
れ
な
い
、
電
気
が
止

ま
り
、
生
活
で
き
な
い
と
い
う
困
難
を
招

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
危
機
を
招
か
な
い
た
め
に
は
ど
う

す
る
べ
き
か
。
自
給
自
足
に
違
い
な
い
。

現
在
の
日
本
で
は
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
と
い
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

比
率
を
増
や
し
つ
つ
、
原
子
力
発
電
所
を

再
稼
働
さ
せ
る
こ
と
で
自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
方
針
だ
。
太
陽
光
や
川
の
水
、
風
を

資
源
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国

産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

と
思
う
が
、
原
子
力
も
燃
料
を
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
る
た
め
、
「
準
国
産
」
と
し
て
自

給
率
に
組
み
込
め
る
の
で
あ
る
。

　
原
子
力
の
課
題
は
、
も
ち
ろ
ん
あ
る
。

電
力
を
ど
れ
だ
け
安
定
供
給
で
き
る
か

や
、
発
電
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
環
境
へ
の

影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
ら

を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
と
て
も

重
要
な
資
源
の
一
つ
に
な
る
は
ず
だ
。

　
皆
さ
ん
は
、
地
球
温
暖
化
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
世
界
各
国
で
使
わ
れ
、

日
本
に
も
輸
入
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然
ガ
ス
と
い
っ

た
化
石
燃
料
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
主

な
原
因
は
二
酸
化
炭
素
だ
が
、
化
石
燃
料

の
利
用
が
急
増
し
た
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
も
大
幅
に
増
え
続
け
て
い
る
と

い
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
今
後
も
使
い
続
け
る
の
な
ら
、
地

球
温
暖
化
を
私
た
ち
が
さ
ら
に
進
め
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
世
界
的
な
課
題
を
変
え
る
た
め
の

手
段
は
、
自
然
を
利
用
し
た
発
電
方
法
と

「
原
子
力
」
な
の
で
あ
る
。
脱
炭
素
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
日
本
が

先
頭
に
立
ち
脱
炭
素
の
実
現
に
近
づ
け

る
、
こ
の
手
段
を
広
げ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
日
本
や
世
界
で
は
原
子
力
に
プ
ラ
ス
の

考
え
を
持
つ
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
少
し
ず
つ
原

子
力
の
未
来
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
、
原
子

力
の
あ
り
方
を
変
え
ら
れ
た
の
な
ら
、
地

球
温
暖
化
を
変
え
る
カ
ギ
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
私
は
思
う
。

　青森県商工会議所連合会は、１９９３年度から県内の高校２年生を対象

にほぼ毎年フランスとスウェーデンのエネルギー施設を見学し、さら

に現地高校生と議論することで国際的視野から将来のエネルギーの在

り方を考えてもらう「青森県の高校生による海外エネルギー事情研修

会」を開催。これまで�回で計１８０人が参加しました。新型コロナウイル

ス感染症の流行で２０２０・�年度は研修会を中止し、代替行事として「青

森県から考える世界・日本のエネルギーのこと」をテーマに高校生エ

ネルギーレポートコンクールを行いました。３２９の応募作品から最優秀

賞・優秀賞の計４作品と両国の専門家からのメッセージを紹介します。

　 　 　 　


